























































































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
た。５月の「初夏の自然観察会」では、自然観察指導
員��連絡会の西川忠樹さんたちから、童仙房の動植
物の魅力について楽しむ機会をつくっていただき、季
節の移ろいを能動的に「見る・触れる」ことの大切さ
に気づきました。
　また７月には「季節の料理を味わう」と題して、
sun-aidEisuke店主の阿山哲生さんにおいでいただき
ました。冬瓜を使った葛あんかけや、緑茶を細かく混
ぜた茶塩など、「ひと手間」かける工夫と素材の活か
し方を知ることができ、地元の方たちも熱心にレシピ
や手順をメモされていました。
　同月の第６回「風と雲の広場」では、「科学と魔法
の交差点」と題して、江角陸先生の偏光板を使った実
験や、福田悠歩さん・鎹敬介さんのマジックショー、
恒例の「彩�前線」の�炎そでふれ実演や天体観測な
どを体験ができました。科学と魔法という一見対極に
あるものが、実はコインの両面で、実験と観察、挑戦
と失敗を積み重ねてきたのが「科学」ではないかとい
うことを、楽しく考えさせられた一日でした。
　後期は10月に第４回野童いなか塾として「秋祭り」
見学を行なったほか、消防団の大会に参加するなど、
今までになかった交流も生まれました。その中で東日
本大震災の経験から、地域のなかの防災について見直
し、災害に備える体制を話し合いたいという話が盛り
上がり、第５回野童いなか塾をかねて「防災のつど
い」を開催しました。「つどい」は地域の現状や課題
をお互いに話し合う「談義」（ワークショップ）の形
をとって、実際に災害が起こった場合の想定や対策な
どを話し合いました。道路や通信などのハード面に加
えて、どこにお年寄りや病気の方がいるか、日ごろか
ら、どうコミュニケーションをとるのか等、きめ細か
な「地域防災」への関心が高まったと感じました。ま
た1953年の「南山城大水害」では童仙房でも大規模な
土砂崩れが発生し、「雷で昼のように明るかった」「小
川が濁流になって家が流された」といった体験談を住
民の方から伺いました。世代を越えてこうした経験を
語り継ぐとともに、防災を通じて地域のあり方を話し
合うことの大切さも感じました。防災についての学習
は、��大学防災研究所等とも連携しながら今後も継
続していく予定です。
５．�学�地域が��歩むため�
　このほかにも、９月に日本社会教育学会での二回目
の発表となる「集合的記憶と再帰的実践」、11月に
「教育空間創造ユニット」主催のシンポジウム「地域
社会の教育力」等も行ないました。これらは野殿・童
仙房で積み重ねてきた「フィールドでの学び」を、研
究が一方的に収奪・利用するのではなく、どのように
反省的にふり返り、地域に還していくのかを探究する
ものです。日本の地域社会全体が直面する厳しい状況
の中で、私たちの取り組みはほんの入り口にすぎませ
んが、人々が自ら課題に直面して解決していく場とし
て「地域」をとらえ直していく第一歩として、これか
らも共に歩んでいきたいと思います。
�011��　活動一覧
4�30日 第1回野�いなか塾「みんぐ無量館」（南山城村今山）訪�
5�15日 第2回野�いなか塾「初夏の自然観察会」（南山城村野殿地区）
協力　NPO自然観察指�員��連絡会
6�26日 �仙房区「出合」（草引き）参加
7�3日 第3回野�いなか塾「季節の味を楽しもう」
講師　阿山哲生さん（sun-aid Eisuke店主）
7�23日 第6回・風と雲の広場「��と魔法の交差点」「鶴�お化粧する？
～偏光の不思議」（江角陸先生）、「ふたりのマジックショー」（福
田悠歩さん・鎹敬介さん）、�炎そでふれ実演（彩�前線）�
8�24–5日 ��開発コ�キアム「ライフストーリーを活�した地域生涯�習
の実証的��（続）―野殿・�仙房における記憶を共同生成し、
地域の物語を構築する試み」合宿・聞き取り調査
10�16日 第4回野�いなか塾　�仙房�神宮「秋祭り」見�
11�13日 公開シンポジウム「地域社会の��力　ー終焉それとも再生？」
於・����芝蘭会館別館2階�修室
報告　上杉孝實先生（����名誉�授）、松田恵示先生（東�
�芸���授）、秋田光彦さん（浄土宗�蓮寺住職、應典�代表）
コーディネーター　前平泰志
11�19日 第�回野�いなか塾「防災の�どい」共催　�仙房消防団
談義「�仙房の防災マップをもとに―生活の中における防災を考
える」、炊き出し体験、「�仙房における水害の記憶」を語り�ぐ
11�24–6日 �����園祭出展「�仙房」（陶器・苔玉ほか）
12�27–9日 前平泰志�授集中講義「生涯���特論」集中講義
（木津川市の生涯�習調査の検討、フィー ルドワークほか）
12�29日 第6回野�いなか塾　年越しそば打ち体験
2�8日 「伊勢音頭（ヤートコセ）」に関する川下�久さんへの聞き取り
3�10日 講演会・交流会「食と農のこれからを考える～福島と�仙房をむ
すんで」
話題提供：祖田修先生（��名誉�授）コメント：前平泰志
����アカデミックデイ　ポスター展示出品
水曜ひろば
（第1〜17回）
6�8・22日、��13・2�日、8�3・10・24日、9�14・28日、
10�12・26日、11�9日、1�2�日、2�8・22日、3�14・28日
（文責：吉田　正純）
▶第６回「風と雲の広場」
▶野�いなか塾「防災の�どい」
